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背景：国内外の動向① ITSの大変革
世界のモビリティ取り組み：ＣＡＳＥ，ＭａａＳ

MaaS

Mobility as a Service
サービスとしての

モビリティ

Connected

接続・通信

Autonomous

自動運転

Sharing

シェアリング

Electricity

EV 電気自動車

CASE 実現の鍵、ソフト・NWが握る
ソフト主導車両 SDV

車1台のコストの内、ソフト・NWの
割合は５０％へ（2030年）

ソフト・NWに強い異業種・新興企業
がCASEをリードする

ラックスリサーチ調査（米国）



ホンダ、ソフト
人材倍増

トヨタは900人
再教育

電動化の競争
nikkei20230530

・電動化や自動運転が普及すると、車の競争力はハードよりもソフトが左右する。
・「ソースコード」と呼ばれるコンピューターに指示を与える文字列はすでに１億行を超えた。
・車載ソフトが生み出す利益の規模は21年の100億ドル（約1兆4000億円）から

35年には260億ドル（3兆6400億円）になる
・ソフト重視のクルマづくりで先行する米テスラは、好採算なソフト販売で収益力を高め、

1台当たりの純利益はトヨタの約5倍稼ぐ。
・ソフトを収益につなげる仕組みづくりも重要となる。



2022年度のEV販売台数1,000万代を超えた（前年比５５％増）
2022年中国のEVは590万台(前年比８０％増）→2023年には900万台（52％増）に達し、

市場普及率は35％
2022年度、欧州260万台（15％増）、米国99万台（55％増）

2023年には世界全体でBEV普及率の壁と言われるシェア１６％を超える見込み
2025年20％→2030年39％→2035年59％ （2035年米国68％、欧州93％、中国66％）

BCG2022年6月9日発表資料

背景：国内外の動向② 世界のEV急拡大
ＥＶは走るエッジコンピュータ：データを高効率・高速処理し利活用

日本



背景：国内外の動向③ 自動運転の動向：自動運転の実現に向けた取り組みについて
令和４年３月２２日（火）国土交通省自動車局

令和４年３月２２日（火）国土交通省自動車局
自動運転戦略室長 多田善隆

政府目標

世界の動向



自動運転「レベル４」解禁

・社会実装プロジェクトの取り組み強化
・EV 自動運転バスの社会実装へ



目 次

１．一般社法人EMoBIAのミッション

２．取組み背景：国内外の動向
① ITSの大変革 ②世界のEV急拡大 ③自動運転の動向

3. 2023年 取組み背景・自治体の交通課題・ニーズ
データから考える地域の課題解決 WS参加者アンケート分析

4. 2023年度 課題・ニーズへの対策検討・取組み活動

5．データと先端技術によるスマートモビリティチャレンジ in 九州の取組

6． 2023年度 取組み体制

7．取組み計画表 2023年度事業活動計画マスタープラン



Copyright 2022 EMoBIA General Incorporated 
Association. All Rights Reserved 11

2023年度 取組み背景・自治体の交通課題・ニーズ
－ 2021～2022年度の調査結果より －

自治体の深刻な交通課題
①収支改善・財政不足 57%
②運転手不足・二種免許 36%
③公共交通利便性の広報活動 36%

④交通空白地の解消 36%

自治体のニーズと想定される解決策案
①自動運転 57%
②他地域事例の情報収集 43%
③他の自治体・企業との関係強化 35%

背景：・九州域での次世代モビリティ取り組みが全国比で低い。 ・福岡県自治体アンケート調査・訪問交流・実態調査で自治体の深刻な交通課題・ニーズを明確にした。
・従来の限定的な自治体交流から広域の自治体交流拡大のニーズが強い
・クルマ大転換 *CASE時代の次世代モビリティ・MaaS取組みの最新情報をタイムリーにシェアし、自治体連携での支援・展開が求められている

＊自動運転は世界的にEV（電動車）
への搭載が加速化している
(EVファーストの1要因）

他の自治体・企業との関係強化

*CASE：C: コミュニケーション A: 自動運転 S :シェアリング E: 電動化



2023年１月16日実施
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2023年度 課題・ニーズへの対策検討・取組み活動

・

課題
従来取組みの限界

・自治体の交通課題解決には従来の取組に限界が生じている
・実証検証のほとんどが持続可能な社会実装に至らず、収支悪化、継続取組み困難な状況
・新たなテクノロジーと新たな価値を生み出すビジネスモデルでの取り組みが求められている

ニーズ
情報収集・交流
への期待

・新たなテクノロジーでの取組みや他地域事例の情報収集・新たなビジネスモデル等の情報収集・交流、
情報シェアなど、1自治体を超えた広域での効率的な取り組みへの期待

・自治体も他自治体との連携・交流を期待
・各自治体とも取組みへの新たな財源確保が必要

課題・ニーズへの
MaaS提案

・自治体、MaaS関連企業、県・官公庁各九州局、大学・研究機関連携の九州MaaSマッチング交流会
・データ利活用によるFS事業取組みで自治体の参加希望・期待が明確になった

2023年度活動
自治体交流拡大
支援強化

・九州MaaSマッチング交流会を継続的に開催、九州アカデミーITSモビリティ研究会連携
・MaaSマッチング交流会を通じて期待されている自治体への支援を強化し、交流を拡大する
いく

データ利活用
先端モビリティ

内容：九州モビリティショー開催 先端モビリティワールド提案 （12月22日～25日開催 ）
対象：九州域内の地方自治体、MaaS商品・サービス・技術を有する会員企業・先端企業
■交通計画の作成等に役立つ情報が得られる ■そうそうたる参加企業が一堂に揃う
■多くの企業、自治体、官公庁（九州）・他と名刺交換・情報交流ができる■九州のMaaS関連の大学連携を打ち出す



目 次

１．一般社法人EMoBIAのミッション

２．取組み背景：国内外の動向
① ITSの大変革 ②世界のEV急拡大 ③自動運転の動向

3. 2023年 取組み背景・自治体の交通課題・ニーズ
データから考える地域の課題解決 WS参加者アンケート分析

4. 2023年度 課題・ニーズへの対策検討・取組み活動

5．データと先端技術によるスマートモビリティチャレンジ in 九州の取組

6． 2023年度 取組み体制

7．取組み計画表 2023年度事業活動計画マスタープラン







具体的な商品・サービス、システム提案を求められている



自治体・会員・関連企業・大学・官公庁連携での地域共創の取組を強化する



目 次

１．一般社法人EMoBIAのミッション

２．取組み背景：国内外の動向
① ITSの大変革 ②世界のEV急拡大 ③自動運転の動向

3. 2023年 取組み背景・自治体の交通課題・ニーズ
データから考える地域の課題解決 WS参加者アンケート分析

4. 2023年度 課題・ニーズへの対策検討・取組み活動

5．データと先端技術によるスマートモビリティチャレンジ in 九州の取組

6． 2023年度 取組み体制

7．取組み計画表 2023年度事業活動計画マスタープラン



2023年度 EMoBIA 組織体制

20

社団法人の業務執行を行う。理事会
9名

事業戦略企画部会 次世代モビリティ・マッピング推進部会

社員総会

社団法人の推進/運営をする。
渉外、経理、マーケティング・広報を行う。
事務局⾧ 小林英次 事務局 進 康博、 脇田 隆

テーマ毎にワーキンググループを設置し、会
員企業が参加し、調査・研究やビジネス創発
を目的として活動を行う。
セミナー、講演会を企画・運営する。

EMoBIAの事業戦略を策定し、実行する。
持ち込まれた全ての案件について、取組み要否
を検討し、具体化をする。

監事

芦原秀一 代表理事 浦 正勝
副代表理事 小林英次

社員（発起会員及び正会員）で構成する。
理事及び監事の選任又は解任、事業計画等の承認、
定款の変更などを決議する。

事務局

20

九州アカデミーITSモビリティ研究会

地域ITS技術を活用した実践的取組みから、本研究会
の「意見交換会」、「勉強会」を通じて学術的な知
見・経験を公表、共有する。社会的課題や技術課題

と最先端ITS技術との適切なマッチングを図る



部会メンバー

21

事業戦略企画部会

部会⾧：パナソニックコネクト 山口和洋（今岡宏一）
：NTTデータ 平尾浩一、椎葉大地
：東京コンピュータサービス ⾧井孝行
：イントループ 木下泰孝

次世代モビリティ・マッピング推進部会

部会⾧：PTVグループジャパン 端野良彦
：イントループ 木下泰孝
： RYODEN 松村保明

：（募集中）

順不同敬称略

次世代モビリティ・マッピング推進部会

部会⾧：PTVグループジャパン 端野良彦
：イントループ 木下泰孝
： RYODEN 松村保明
:  ゼンリン 古野豊起

：（募集中）

順不同敬称略



理事・顧問について

代表理事

浦 正勝

副代表理事 兼 事務局長

小林 英次

理事

木下 泰孝
古賀 紹公
福田 晃
片桐 勇一郎
山口 和洋
和田 宏
端野 良彦

監事

芦原 秀一

顧問税理士

井村 幸男（税理士法人井村＆パートナーズ）

特別顧問

天野 肇 （ITS-Japan元理事）

増田 博行（一般社団法人日本道路建設業協会 副会長
兼専務理事 九州大学 客員教授）

名誉顧問
二橋 岩雄（元トヨタ自動車九州会長）

安浦 寛人（元九州大学副学長）
技術顧問
石 太郎（早稲田大学環境総合研究センター

参事・招聘研究員）

時津 直樹（インターネットITS推進協議会事務局長）

野辺 継男（名古屋大学 未来社会創造機構 客員教授）

森山 誠治（一般財団法人日本みち研究所（RIAS）専務理事）

牧野 浩志（一般財団法人国土技術研究センター（JICE）
道路政策グループ総括
都市・住宅・地域政策グループ総括 博士（工学））

今田 一典（西日本高速道路株式会社 九州支社 調査役）

22



一般社団法人EMoBIA会員

電気興業株式会社 九州支店
インターネットITS協議会
公益社団法人企業情報化協会（IT協会）
株式会社RYODEN
みなと観光バス株式会社
株式会社オリコム 福岡支社
ジョルダン株式会社
東京コンピュータサービス株式会社
大日本印刷株式会社
株式会社i7
株式会社ゼンリン
ワークスモバイルジャパン株式会社
モバイルコンピューティング推進コンソーシアム
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 九州支店
株式会社ディ・アイ・システム

《賛助会員》13社 1協会 1協議会
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3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
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理事会
部会
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12..
理事会
部会
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部会

大学連携
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部会
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理事会
部会

7.
理事会
部会

9.
理事会
部会

12..
理事会
部会

7.
理事会
部会

先端モビ
リティ
ワールド
へ

理事会（毎月） ・事業戦略部会・次世代モビリティ・マッピング推進部会

九州MaaSマッチング交流会事業推進
・自治体が抱える課題に対して積極に取り組む
・MaaS関連企業、商品、サービス、ソリューション事例の検討
・交流会取り組みへの課題検討

▲
23.
総会

会員企業セミナー勉強会（年２回実施,自治体含む）

EV.自動運転技術勉強会立上検討

▲

モビリ
ティー
ショー
調査・

事前検
討

▲ ▲
報告ま
とめ

開催日
程検討

モ
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会
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2023年度 活動計画マスタープラン

▲
モビリティ

ショー22~25日

▲
モビリティ

ショー準備・
取り組み

体制

・参加企業
自治体
選定

▲
EMoBIA市場
の展開検討

参加企業（商
品・サービス）
自治体（課題・

ニーズ）
選定

▲
第
2
回
九
州M

aaS

マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

▲
EMoBIA市場

の展開
参加企業（商品・

サービス）
自治体（課題・

ニーズ）
選定

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲
月次

Report

▲
月次

Report
定例会

1月ＷS・FS
2月シンポジウム総括

3月～大学連携AC部会準備

2022年度

九州アカデミーITS
モビリティ研究会

九州アカデミーITS
モビリティ研究会

九州アカデミーITS
モビリティ研究会

九州アカデミーITS
モビリティ研究会

MaaSマッチ
ング交流会

6/15キックオフ
九州アカデミーITS
モビリティ研究会


